
保育園を支えていただいている方々

保育園は職員の他に、多くの方に支えられて運営しています。

 健診の他、日々の様々な病気・ケガについても、看護師を通して相談にのって
いただいています。

嘱託医 内　科　松崎　潤 先生 (双葉クリニック院長 )
歯　科　井上　雄温 先生 (井上歯科医院院長 )

 子どもたちから大人気の長屋先生です。毎月の幼児体育指導の他、職員を対象
とした体育指導研修も行っていただいています。

体育指導 長屋　あゆみ 先生(幼児活動研究会株式会社)

 東京家政大学・東京純心大学非常勤講師、芸術による教育の会講師、その他保
育園・幼稚園でワークショップを手がけて来られました。

にじいろワークショップ 松澤　綾子 先生

 心理・発達相談員の観点から、日々の保育へのアドバイスをいただいています。
また、職員を対象とした発達心理に関わる研修も行っていただいています。

心理・発達相談 澤井　晴乃 先生(NPO法人かけはし)
黒葛真理子 先生(チャイルドフッドラボ)
中塚　 誠  先生
原田　 文  先生　

 子どもの自然な笑顔を撮影するのがとても上手なプロカメラマンです。事務所
は相模原にあり、いつも行事のたびに車でお越しいただいています。

カメラマン 宮本　圭さん(OUTDOOR STUDIO)

こうさくやさん 辻　蔵人 先生

 廃材を使った立体彫刻家主催のワークショップです。社会や日常生活から出る
廃材を用いたワークショップを開催していただいています。

９～13 身体測定週間
11(水) にじいろワークショップ
13(金) 避難訓練
16(月) 保健指導(ことり)
17(火) 保健指導(はな)
       春の健康診断(全園児)
        →年間予定より変更
18(水) こうさくやさん
19(木) 保健指導(つき)
20(金) 保護者懇談会(つき)
23～27 体験学習(羽村２中）
24(火) 幼児体育指導
25(水) お誕生日会
26(木) 調理保育(つき)
27(金) 保護者懇談会(はな)

３(金) 保護者懇談会(ことり）
６～10 身体測定週間
７(火) 虫歯予防集会
10(金) 保健指導(つき・はな)
13(月) 幼児体育指導
15(水) 長寿会
16(木) 調理保育(はな)
17(金) 避難訓練
22(水) にじいろワークショップ
28(火) お誕生日会
30(木) 歯科検診
　　　　→年間予定より変更

5 月の予定

　今後暑くなる日が増えてきます。 衣服
の調節ができるよう、 長そでと半そでの
両方をご用意ください。 また、 汗をかい
た時はシャワーをしますので、 シャワー用
のフェイスタオルを 1 枚ご用意ください。
※持ち物には、必ず記名をお願いします。

あおぞら保育園 2022 年 ５月号

5月の園だより
●ひよこ

　入園して 1 ヵ月。 泣いたり怒ったりと様々な表情を

見せてくれるようになりました。 担任の顔を見てニコっ

と笑ってくれたときは可愛くてたまりません。 保護者

の方と離れるときは泣いてしまいますが、 部屋に入る

と好きなおもちゃ見つけて遊んだり、 部屋中を探索し

ています。 ミルクを飲んだり離乳食を食べ、 睡眠もと

れるようになりました。 ５月は体調の変化に気を付け

ながら、 子どもたちが楽しいと思える遊びを増やして

いきたいと思います。

●ぺんぎん

　ぺんぎん組がスタートして 1 ヵ月が経ちました。 新し

い環境に泣いていた子も少しずつ遊べるようになって

きました。 歌が大好きなようで、 ピアノに合わせて歌っ

たり、 音楽をかけるとノリノリで踊る子どもたちがとて

も可愛らしいです。 天気の良い日は散歩にも出かけ

ました。 いろいろな物を見つけるたびに 「あっ！」 と発

見を楽しんでいる子どもたちです。

　5 月は疲れも出てくると思います。 体調の変化に気

を付けながら大好きな散歩にたくさん出かけたいと思

います。 今月より新たに２名のお友だちが仲間入りし

ました。 みんなで楽しく遊びたいと思います。 引き続

き持ち物には必ず名前の記入をお願いします。

●うさぎ

　うさぎ組がスタートし 1 ヵ月が経ちました。 在園児の

お友だちも部屋が２階になり、 担任も変わり、 新しい

お友だちが仲間入りして、 最初のうちは少しドキドキ

していました。 新しいお友だちは 『ママがいい』 と言っ

て泣いたり、 不安になったり。 そんな様々な気持ちで

過ごした 1 ヵ月でした。 朝は泣いてしまっても日に日

に慣れ、 遊べたり笑顔で過ごせる時間が増えてきまし

た。 自分のリュックを得意げの表情で背負い階段を上

り下りする姿はとても頼もしく可愛らしいです。 天気

が良い日にはお友だちと手をつないで散歩へ出かけ

られるようにもなりました。 部屋では、 運動遊びをし

たり、 ピアノに合わせ動物に変身して楽しんだりしてい

ます。 ゴールデンウイーク明けは、 また泣いてしまう子

もいるかもしれませんが、 少しずつ思い出してくれれ

ば良いと思います。 季節も 1 番過ごしやすいときに

なりますので、 できるだけ散歩や戸外に出て、 体を十

分に動かし元気に過ごしていきたいと思います。

●ことり

　ことり組がスタートして 1 ヵ月。 幼児クラスになった

ことで、 やる気スイッチが入った様子です。 「ママとバ

イバイしても泣かないよ」 と言ってみたり 「ちょっと減

らしたら食べられるかも」 と給食を頑張って食べてみ

たりしています。 気持ちの面でも成長がたくさん見ら

れた４月でした。

　初めての体育指導では緊張した表情もありましたが、

体操やマット運動に意欲たっぷりに参加しました。 体

育指導最後のゲーム 「マット怪獣」 では、マットに向かっ

て思い切り力を込めて押し合い、 友だちを応援したり

と大盛り上がりとなりました。 用意していただいた半

袖半ズボンにバッチを付けたことも嬉しかったようで

す。

　５月は夏野菜を植えたり、 製作や散歩、 運動遊びと

たくさん計画中です。 新しい活動にも子どもたちと楽

しくチャレンジしていきたいと思います。

●はな 

 はな組になり、 1 ヵ月が経ちました。 4 月はチューリッ

プ畑に行きました。 長い距離でしたが体力もついてき

たので、 つき組さんに引っ張ってもらいながらみんな

一生懸命歩いていました。 チューリップ畑に着くと、

花の近くに行って匂いを嗅いでみたり、 用水路の水を

眺めたり、 渡ってみるなど楽しんでいました。

　そして、 新しい活動として 「にじいろワークショップ」

が始まりました。 「お姉さんお兄さんになったらできる」

と憧れていたはな組さん。 作ることが大好きなので夢

中になって楽しんでいました。 運動も大好きなはな組

さんなのでマラソンやマット運動を行いながら、 散歩に

もたくさん行きたいと思います。

　5 月になり少しずつ暑くなり、 疲れも出やすい時期

になるので、 水分補給をしっかりと行いながら楽しく

過ごしていきたいと思います。

●つき

　４月は、 桜を見に羽村の堰や公園に散歩へ行き春の

自然を感じることができました。 そして、 みんなで初

めてチューリップ畑まで散歩にも行きました。 チューリッ

プよりも水路の流れる水に興味津々でしたが、 はな組

の時に作ったこいのぼりを見つけると、 とても嬉しそう

にしていました。 お弁当を保育園のテラスで食べられ

ることを楽しみに、 最後まで頑張ってはな組を引っ張っ

て歩くことができました。

　つき組になって、 ピアニカ・絵具・折り紙・ゲーム （グ

ループ対抗） ・ 運動などいろいろな活動を増やして楽

しんでいます。 　

　今月からは、 午後園庭に出て遊ぶ機会が増えるの

で、 疲れも出てくると思います。 水分補給をしっかり

行いながら元気に過ごして行きたいと思います。 たく

さん散歩に出かけ、 運動をしながら体力作りをしてい

きたいと思います。 菜園活動 ・ 調理保育など子ども

たちが楽しめる活動を増やしていく予定です。

※５月６月に予定しておりました、 幼児
　　クラスの保護者参加 ・ 懇談会は、 懇
　　談会のみの開催に変更させていただ
　　きます。 詳細は、 後日おたよりを配
　　布させていただきます。 なお、 新型
　　コロナウィルスの感染状況により、 今
   後も行事予定の変更がある可能性
　　があります。 その都度ご連絡させて
　　いただきます。

　晴れ渡った空に新緑の青葉とすがすがしいさを感じる季節とな

りました。

　早いもので新年度がスタートして一か月が過ぎました。 涙して

いた子も、 お気に入りの遊びを見つけては可愛らしい笑顔を何

度となく見せてくれるようになりました。 大きいクラスの子どもたち

は、 ひとまわり大きくなった事を認めてほしくて頑張ってみたり、

小さいクラスの子にカッコイイ姿を見せようと一生懸命です。 それ

でも時に、 張り切る気持ちが先走り上手くいかず失敗したり、

戸惑う事もたくさんあります。 どれをとっても子どもたちのありのま

まの素直な姿です。 そして、 この姿こそ大事なスモールステップ

に繋がります。 子どもたちは、 大人が思うより驚くほど早く日々

成長しています。 この大切な瞬間を見逃さず、 出来た時はど

んなに小さなことでも 「頑張ったね」 「すごいね」 としっかり褒め

てあげてください。 必ず子どもたちは応えてくれます。

　今年度も新型コロナウィルス感染症が終息することは無いかも

しれません。 それでも、 子どもたちが 「楽しかった」 と思える保

育と行事を、 子どもたちと共に作り上げて参ります。 保護者の

皆様にはご理解 ・ ご協力をよろしくお願いいたします。 


